
Sudachi-kun's               Great Adventure

プロローグ ～冒険のはじまり～

すだちくんが　いつものように　吉野川沿いを
散歩していたら　いきなり目の前に扉が現れた。
すだちくん：「うひゃ～！！ びっくりしたですだち。
これは扉？　ちょっと不気味だけどすごく気に
なるじょ、勇気を出して開けてみようかな…。」
すだちくんは不気味な扉を開けてしまうのか？



すだちくんは　おもいきって　扉を開けた。
すると扉の中から目をあけていられないほどの
まばゆい光が　すだちくんを包み込んだ！
すだちくん：「うわ～っ、何も見えなですだち！」
しばらくすると　扉と一緒にすだちくんの姿は
消えてしまった。　すだちくんはどこへ…？

えーい！
開けちゃえ！



コマンド

どうぐ そうび

しらべる にげる

はなす じゅもん

すだちくん

レベル

ＨＰ

ここはどこ？

笑ってないで

おしえて！

大きな笑い声で　すだちくんは目をさました。

天の声：「お主に試練をあたえる。ここは、ある

ゲームの世界。もとの世界にもどりたくば、４つ

のアイテムを手に入れて、レベルを最大まで上げ

ゲームをクリアすることじゃ。幸運を祈る！」

すだちくん：「！ なんでこんなことするで

すだちか？」

天の声：「………。」天の声は応えない。

どうなる？ どうするすだちくん！



コマンド

どうぐ そうび

けついする にげる

はなす じゅもん

まばゆい光が消えると、見知らぬ街が現れた。

本当にゲームの世界だ。ドット絵となってしまっ

たすだちくんは、無事もとの世界へ帰れるのか？

すだちくん：「よーし、色々考えてもしかたない！

早くクリアしてもとの世界にもどるじょ！！」

ポジティブな、すだちくんは、決意とともに

こぶしを固くにぎるのであった。   …つづく

まけないじょ！

冒険のはじまりだ

応援してねっ！

to be continued...

すだちくん

レベル

ＨＰ



Sudachi-kun's               Great Adventure

第１話（前編）～あわみちゃんの花飾り～

コマンド

ほほえむ よろこぶ

たずねる しらべる

あるく あいさつ

元の世界へもどるため　何か手がかりをさが

そうと　ゲームの世界の街を　あちらこちら

歩いていると　お花畑のなかに　見覚えの

ある　すがたを見つけた。

すだちくん：「あれっ、あれは あわみちゃん？

どうして　この世界にいるですだちか。」

すだちくん

レベル

ＨＰ



コマンド

ほほえむ よろこぶ

たずねる しらべる

あるく あいさつ

すだちくん

レベル

ＨＰ

びっくり～！！

おひさしぶり～

元気にしてた？

すだちくんとあわみちゃんは、ひさしぶりの

あいさつをかわした。

す だ ちくん ：「 な んで 、 ここに い るで

す だちか？ 」

あわみちゃん：「ふ ふ ふ ふ、ひ・み・つ。

すだちくんこそ　なんでここにおるん？」

すだちくんは　これまでの事情を話した。

あわみちゃん：「ほれは　ふしぎね～。」



コマンド

ほほえむ よろこぶ

たずねる しらべる

あるく あいさつ

あわみちゃんは　何か知っているようだったが

すだちくんは　それ以上たずねなかった。

すだちくん：「お花畑で、何をしていたで

すだちか？」

あわみちゃん：「みつばちさんたちと　いろいろ

楽しい　お話しをしてたよ。」

すだちくん：「ところで、あわみちゃん　頭の

コスモスの花飾り　とっても似合っているじょ。」

すだちくん

レベル

ＨＰ

みつばちたちと

話ができるんだ

すごいですだち。



コマンド

ほほえむ よろこぶ

たずねる しらべる

あるく あいさつ

to be continued...

あわみちゃんは　花飾りをほめられて思わず　

よろこんだ！　かわいい笑顔がはじけた。

あわみちゃん：「私、　このコスモスの花飾り

すごくお気に入りなの！　ありがとう！！」

その時　どこからかふしぎな音が聞こえた、　

テレッテッテッテー。　すだちくんのレベルが

２０に上がった。　後編へ続く……

すだちくん

レベル

ＨＰ



Sudachi-kun's               Great Adventure

第１話（後編）～あわみちゃんのほほえみ～

コマンド

ほほえむ よろこぶ

たずねる しらべる

あるく あいさつ

あわみちゃんは　すごくうれしくて　何回も

何回も　大きく飛び跳ねた。

あわみちゃん：「すだちくん本当にうれしい！

ありがとう、ありがとう！」　

すだちくんもよろこぶあわみちゃんを見て

うれしくなり　何回も大きく飛び跳ねた。

すだちくん

レベル

ＨＰ



コマンド

ほほえむ よろこぶ

たずねる しらべる

あるく あいさつ

すだちくん

レベル

ＨＰ

あわみちゃん：「花飾りをほめてくれたお礼に

これをあげる！」

あわみちゃんは　「５」と書かれた不思議な

カードをすだちくんに　渡した。

すだちくん：「？…。このカードはなあに？」

しかし、あわみちゃんは　笑顔を浮かべた

ままでじっと　すだちくんを見ている。



コマンド

ほほえむ よろこぶ

たずねる しらべる

あるく あいさつ

すだちくん：「やっぱり　気になるじょ。」

あわみちゃん：「しかたないな～。 ほんまは

教えちゃダメなんだけど。　あのね、このカード

はね　ゲームをクリアするための　重要な

アイテムなんよ。」

すだちくん：「でもどうして　あわみちゃん

がこのカードを持ってたですだちか？」

すだちくん

レベル

ＨＰ

よくわからない

けどありがとう。

だいじにするじょ。



コマンド

ほほえむ よろこぶ

たずねる しらべる

あるく あいさつ

to be continued...

すだちくん

レベル

ＨＰ

あわみちゃん ：「 他にも 　 このカードを

持っている キャラがおるけん がんばって　

さがしてみてね。」

すだちくん：「ありがとう！　がんばるじょ！」

すだちくんは　あわみちゃんにゲームクリア

のヒントをもらって　感謝しながら冒険へと

力強く歩きだした。　続く……



Sudachi-kun's               Great Adventure

第2話（前編）～釣り好きな松茂係長～

コマンド

つりをする よろこぶ

うけとる おくのて

あるく たずねる

あわみちゃんとの　別れを惜しみつつ　カモメ

とたわむれながら　海岸を歩いていると…

ナゾの声：「シクシクシク…」

すだちくん：「あれ？ だれか泣いているような

声がきこえるじょ。」

すだちくんは声のする方へ　歩いていった。

すだちくん

レベル

ＨＰ



コマンド

つりをする よろこぶ

うけとる おくのて

あるく たずねる

すると、松茂係長が　釣りをしながらシクシク

と泣いていた。

すだちくん：「どうして　泣いているですだちか？」

松茂係長：「昨日も今日も　ぜんぜん釣れなく

て悲しいしげ…。」

すだちくんは松茂係長を　元気づけるために

「ボクも一緒に釣ってみるじょ！」と声をかけた。

どうして

泣いているで

すだちか？

すだちくん

レベル

ＨＰ

釣れない
しげ



コマンド

つりをする よろこぶ

うけとる おくのて

あるく たずねる

すだちくんは　釣りざおを借りて　松茂係長と

いっしょに釣りをはじめた。

……… 長い時間が経過した ………

松茂係長：「やっぱり　ダメしげ？」

すだちくん：「そんなことないじょ あきらめない

でもう少し　がんばるですだち！！」

すだちくんは　松茂係長をはげまし続けた。

ボクも

いっしょに

釣ってみるじょ！

すだちくん

レベル

ＨＰ

ありがとう
しげ



コマンド

つりをする よろこぶ

うけとる おくのて

あるく たずねる

to be continued...

しかし　いくらがんばっても　二人のさおには

なんの反応もなかった。

松茂係長：「すだちくん　ありがとうしげ。

でもなんにも釣れないから、今日は、もう

あきらめるしげ。」

すだちくん：「まだまだ、あきらめたらダメじょ。

よーし こうなったら ボクの奥の手を出すじょ。」

すだちくんの　奥の手とは？　後編に続く……

すだちくん

レベル

ＨＰ



Sudachi-kun's               Great Adventure

第2話（後編）～大物が釣れたじょ～

コマンド

つりをする よろこぶ

うけとる おうえん

あるく たずねる

すだちくん：「この奥の手は　けっこう疲れる

けど、松茂係長のために　せいいっぱい

がんばるじょ！！」　

すだちくんは　あまりにも釣れない　松茂係長

のために　奥の手の　応援歌を歌いはじめた。

すだちくん：「♪ ♬ ♩ ♫ ♪ ♬ ♩ ♫ ～」　

すだちくん

レベル

ＨＰ



コマンド

つりをする よろこぶ

うけとる おうえん

あるく たずねる

すると、どうでしょう　松茂係長のサオに

とてつもない　大きなアタリがきた！！

すだちくん：「すごく引いてるじょ！」

松茂係長：「お…お…おもたいしげ～。

でも、がんばって釣りあげるしげ～。」

すだちくん：「がんばれー、がんばれー！！」

松茂係長は、こんしんの力で一気に引き上げた

すだちくん

レベル

ＨＰ



コマンド

つりをする よろこぶ

うけとる おうえん

あるく たずねる

すだちくん

レベル

ＨＰ

今まで見たこともない大物を釣り上げた。

松茂係長は　満面の笑みを　浮かべた。

すだちくん：「あきらめなくて　よかったね。」

松茂係長：「すだちくん 本当に ありがとうしげ。」

すだちくん：「ボクは応援しただけじょ、これは

松茂係長の　努力の結果だと思うじょ。」

松茂係長は、やさしい言葉に感動した。



コマンド

つりをする よろこぶ

うけとる おうえん

あるく たずねる

to be continued...

どこからか音がした。テレッテッテッテー。

すだちくんはレベル６０に上がった。

松茂係長：「ありがとうしげ　すだちくん。お礼に

このカードをあげるしげ。」すだちくんは、「７」

と「１」のカードをもらった。「ありがとう」

すだちくんはお礼を言って松茂係長と別れた。

まだまだ、すだちくんの　冒険は続く……

すだちくん

レベル

ＨＰ



Sudachi-kun's               Great Adventure

第3話（前編）～こまポンの宝物～

コマンド

あける よろこぶ

うけとる のみほす

あるく たずねる

すだちくん

レベル

ＨＰ

松茂係長と別れて　海岸線から山道へと

歩いていると、

ナゾの声：「ない、ない どこにもないポーン！」

すだちくん：「あれ？ だれか困っているような

声がきこえるじょ。」

すだちくんは声のする方へ　進んでいった。



コマンド

あける よろこぶ

うけとる のみほす

あるく たずねる

こまポンが　何かを　けんめいにさがしていた。

すだちくん：「何をさがしているですだちか？」

こまポン：「ぼくの大切な宝物 “ちっかソード”

が　なくなってしまったポン！」

すだちくん：「ボクも　いっしょに　さがして

あげるじょ。」と声をかけたものの なぜか

すだちくんは　すごく　疲れていた…。

すだちくん

レベル

ＨＰ



コマンド

あける よろこぶ

うけとる のみほす

たずねる がまん

すだちくんの　レベルが３０に下がった。

すだちくん：「さっきの松茂係長への 応援歌で

がんばりすぎて　力がでないじょ…。」

それでも　すだちくんは　ヘロヘロになりなが

らも　こまポンといっしょに　さがしつづけた。

こまポン：「すだちくん 大丈夫ポン？」

こまポンは心配そうに すだちくんに声をかけた

すだちくん

レベル

ＨＰ

だ…だいじょうぶじょ



コマンド

あける よろこぶ

うけとる のみほす

たずねる がまん

to be continued...

すだちくん

レベル

ＨＰ

すだちくん：「ボクは　大丈夫じょ……。」

しばらく歩くと　目の前に　ほこらが見えた。

ほこらの中には　　あやしげな　宝箱があった。

こまポン：「きっと この宝箱の中にあるポン！」　

すだちくん：「そ…そうだね。」

すだちくんは　いしきが　もうろうとしてきた。

どうする　すだちくん。　　後編へつづく…



Sudachi-kun's               Great Adventure

第3話（後編）～すだち果汁のパワー～

コマンド

あける よろこぶ

うけとる のみほす

たずねる がまん

すだちくん

レベル

ＨＰ

ふたりで協力して　最大の力を出しても

宝箱のふたは　固く閉ざされたままだ。

こまポン：「ひぇ～。ぜんぜんダメポーン！！」

すだちくん：「…………。」

そのとき、まばゆい光に　つつまれた　

すだち果汁が　目の前にあらわれた！



すだちくん

レベル

ＨＰ

コマンド

あける よろこぶ

うけとる のみほす

たずねる がまん

すだちくんは　すだち果汁を　ゴクゴクと

一気に飲みほした。　レベルが７０に上がり

体力も満タンに回復した。からだの中から

限りない　パワーがみなぎってきた！！

すだちくんは　宝箱を簡単にあけた！

中から　こまポンの宝物 “ちっかソード” を

とりだし　こまポンに渡した。



コマンド

あける よろこぶ

うけとる のみほす

たずねる がまん

すだちくん

レベル

ＨＰ

こまポン：「わーい！ ぼくの宝物があったポン！

ありがとうすだちくん。」　こまポンは笑顔に

なった。  すだちくんのレベルが１００になった。

すだちくん：「よかったね。でもどうして宝箱に

入っていたですだちか？」

こまぽん：「きっと　山の神様が拾ってくれて

大事に保管して　くれていたポンかな。」



コマンド

あける よろこぶ

うけとる のみほす

たずねる がまん

to be continued...

すだちくん

レベル

ＨＰ

こまポン：「ほんとうに　ありがとうだポン！」　

こまポンは「１５」と書かれたカードを

すだちくんに渡した。

すだちくん：「ありがとう　こまポン。　でも

このカードって　何につかうですだちか？」

こまポン：「きっと　もうすぐわかるポン！」

すだちくん：「ほんとうに！？」　　つづく…

また、

もらっちゃった。

４枚目

ですだち。



Sudachi-kun's               Great Adventure

第4話 ～不思議なカードの秘密～

コマンド

しらべる はなす

ぽちっと にげる

あるく あいさつ

すだちくん

レベル

ＨＰ

こまポンに別れをつげ 　 だだっぴろい

平原を歩いていると　あの扉がいきなり

目の前にあらわれた！！「ドンッ！！」

すだちくん：「あーっ　あの扉じょ！！」

確かにあの扉だが　少しちがっていたのは

扉に「キー入力パネル」がついていた。



コマンド

しらべる はなす

ぽちっと にげる

あるく あいさつ

すだちくん：「この装置は　何ですだちか。」

すだちくんが　扉のキーパネルを調べていると。

天の声：「そのパネルに　みんなからもらった

カードを　もらった順番に入力してみろ…。」

と聞いたことのある　天の声が　すだちくん

の頭のなかにひびいてきた。

すだちくん：「とにかく　入力してみるじょ！」

拡大図だよ

こんなに大きく

ないよ！

１
Ａ

２
Ｂ

３
Ｃ

４
Ｄ

５
Ｅ

６
Ｆ

７
Ｇ

８
Ｈ

９
Ｉ

１０
Ｊ

１１
Ｋ

１２
Ｌ

１３
Ｍ

１４
Ｎ

１５
Ｏ

ＵＰ ＤＯＷＮ ＲＥＳＥＴ ＢＬＯＣＫ ＥＮＴＥＲ

ＣＬＯＳＥＤ

＊＊＊＊＊

すだちくん

レベル

ＨＰ



しつこいよう

だけど拡大図

ですよ～。

コマンド

しらべる はなす

ぽちっと にげる

あるく あいさつ

すだちくんは　みんなにもらった順番に

「５」「７」「１」「１５」とパネルに入力した。

すると「Ｅ・Ｇ・Ａ・Ｏ」という文字が表示

された。すだちくんは　「なるほど」とほほ

えみを浮かべ あのカードの意味を理解した。

と…同時に「カチッ」という音が聞こえ

「ギギッ」と しずかに　扉が開いていった。

すだちくん

レベル

ＨＰ

１
Ａ

２
Ｂ

３
Ｃ

４
Ｄ

５
Ｅ

６
Ｆ

７
Ｇ

８
Ｈ

９
Ｉ

１０
Ｊ

１１
Ｋ

１２
Ｌ

１３
Ｍ

１４
Ｎ

１５
Ｏ

ＵＰ ＤＯＷＮ ＲＥＳＥＴ ＢＬＯＣＫ ＥＮＴＥＲ

Ｏ ＰＥＮ

Ｅ・Ｇ・Ａ・Ｏ



コマンド

しらべる はなす

ぽちっと にげる

あるく あいさつ

to be continued...

すだちくん

レベル

ＨＰ

扉が少し開き　青白い空間と光が見えた　瞬間

すだちくんは　とっさに　逃げようとしたが

身体が細長く変形するほどの　強い力で　

扉の中へ　吸い込まれていった。　　

このまま　現実世界へもどることができるのか、

それとも　今度も異世界へ飛んでしまうのか。

どうする　どうなる　すだちくん。　 つづく…



Sudachi-kun's               Great Adventure

エピローグ ～仲間たちとの永遠の友情～

ＺＺＺ

すだちくんは　吉野川沿いで　たおれていた。
すだちくん：「ぐぅ～　ぐぅ～　ぐぅ～」
すだちくんはどうも寝ているようだ。
幸せそうな　顔で眠っている…。　
しばらくすると　「うぅ～ん…。　はっ！！」
急にすだちくんは　目がさめた。



すだちくん：「ボクは眠っていたのかな？ じゃあ
さっきまでの世界は　夢だったですだちか？」
現実世界にもどって来たすだちくんは 安心し、
帰ろうと　歩き出すと目の前に　白く光る珠
（たま）がふわふわと宙に浮いていた。
すだちくん：「また 不吉なものですだちか？」

⁉



すだちくん：「あれっ？ 何か入っているじょ。」
おそる　おそるすだちくんは　光の珠の中を
のぞいてみた。
すると、すだちくんは、満面の笑みを浮かべ　
楽しそうに スキップしながら 帰って行った。

♡



そこには、すだちくんの冒険を助けてくれた、
仲間たちとの写真が入っていました。
まさに珠のような宝物です。
あらためて、友情の大切さを実感したすだち
くんでした。みんなも友だちを大切にね。
では、また会える日まで…　　  お・わ・り
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